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す
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わ
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；
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遨
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：、
：
土
養
の®
人
、
：外
部
か
ち
#
赂
：
b
:て
來
：た
：種
族
の
，1
'團
.の
.群
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
， 

法
$
組
織
を
も
つ
た
國
家
、.糧

を

も

0
:衣
國
家
、
：
有
事
の
際
の
：用
意
を̂
る
幽
南
の
：み.が
>
:
國
家
的
な
集
合
カ
を
維
持
し
得
る
か

註

四( ：一:
l
:
:
i

ク

ソ

リ

1

【

金

集

-:：.ノ
第
七
■卷
：

V,

岩

崎

純

孝

，J

名
 

•

.
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■ 
/
 

; 

. 

- 
.

I 

>
• 

... 

!
'
•
•
•
'
*
• 

• 

• 

•• 

»

;•
. 

. 

. 

. 

•
. 

-

こ
、
に
、
フ
/
ッ
シ
.ス
ト
。
ム
ア
ソ
リ
ー
ー
ー
の
實
際
的
國
家
黻
と
國
家
至
上
主
義
(0
.主
張
を
見
る
こ
と
が
壯
來
る
0-
彼
は
、「

フ
？

シ
ズ

' 

.

.

.

.

 

. 
ノ
 

, 

•
:'
.
.
.
.
.
.
. 

...•
:
. 

' 

.. 

... 

. 

.

'.
. 

.

.

. — 

.

ム
の
rr
學」

の
中
に
も
、
こ
の
こ
と
を
說
明
し
て
ゐ
る
。「

自
申
王
義
は
、
離
れ
離
れ
の
個
人
の
.利
蔬
の
た
め
に
、
國
家
を
否
宛
し
、tv

.

.

.

. 

• 

• 

• 

• 

• 

■ 

I 

« 

.

,

3
シ
ズ
ム
は

、

個
人
の
眞
の
現
實
性
と
し
て
の
國
家
を
肯
宛
す
るo

而
し
て
、C

由

が

現

實

的

人

間

の

:#
徵

で
あ

っ
て
、
個
人
主
義
的 

自
甶
主
義
が
考
へ
る
や
ぅ
な
現
實
離
れ
の
し
た
鞲
成
物
の
.そ
れ
で
な
い
と
す
れ
ば
、...フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
自
由
に
賛
成
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ズ 

ム
は
唯
一
の
自
曲

1

そ
れ
は
眞
而
目
に
考
へ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る

I

即
ち
國
家
の
自
由
並
に
國
家
に
お
け
る
個
人
の
自
由
に
對
し 

て
賛
成
で
あ
る
。
故
に
フ
ァ
ァ
ン
ズ
ム
に
と
つ
て
は
、
す
べ
て
が
國
家
の
中
に
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
國
家
以
纤
に
、
人
間
的 

な
る
、
ま
た
は
精
神
的
な
る
何
も
の
も
#
在
し
な
い
し
、
何
铮
の.

價
値
を
も
持
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
フ
"
ッ
 

シ
ズ
ム
は
、
值
含
的(

全
體
的〕

で
あ
り
、
か
く
.の
如
き
價
値
の
.結
合
と
統
マ
と
し
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
國
家
は
、
金
國
民
の
生
命
に
對
し

-
.
.
:•.
.
 

.

 

.

 

.

'

:

 

V

.

I

'」

.

.

I

.

■

:

■

.■
:

.

 

... 

.

.
,

■■
,
. ノ，

.
:■

■ 

.

て
意
義
を
與
へ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
發
展
せ
し
め
V
力
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
p」

s
四
三〕

故
に「

國
家
の
外
に
、
個
人
は
#
在
せ

ず
、
團
體*

政
黨
•協
#
。集
團
e階
級
も
#
注
し
な
い
。
J

S
四
四〕

同
檨
の
趣
皆
を
，
ム
ッ
ソ
リ
ー
二
は
、

ー
九
ニ
.八
¥
十
ニ
月
九
日
の

.

.

.

.•
 

.

議
會
演
說
に
お
い
て
述
べ
て
ゐ
る
。
彼
は
こ
の
演
說
の
中
で
、
'勞
働
衮
の
組
織
に
っ
い
て
、
述
べ
た
の
で
あ
る
。「

こ
の
統
一
と
い
ふ
言 

葉
は
、
階

級

時

代

に

お

い

.て
、
意
義
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
て
、
階
級
協
和
の
時
代
に
お
い
て
は
、
全
く
他
の
意
義
を
持
っ
も
の
で 

あ
る
。；
階
級
闘
爭
の
時
代
に
お
^
て
，は
、
あ
る
瞵
間
、
あ
る
段
階
に
お
い
て
、
全
プ
ロ
.レ
タ
リ
ア
は
、
堅
固
な
城
壁
.に
ょ
る
ブ
'ル
ジ
日 

ア
に
向
^
て
、
戰
ふ
こ
と
が
豫
想
せ
ら
れ
、-

或
は
豫
想
さ
れ
得
る
。
我
々
は
、
か
、
る
古
い
觀
念
は
、
完
金
に
捨
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政 

體
^
お
'..
い
.：て〗

は
、
ず
><
'
て
0;
階
級
の
銃
.ー
、
、ィ
'タ
リ
ヤ
國
民
の
政
治
的
、
社
'會
的
、
'そ
し
て
道
德
的
統
一
は
、^
家

•
た
メ
ー

 

っ
の
フ
了
ソ 

现
代
'.の.全
锻
里
義
國
家
論」 

一

九
、

c

 n
1

六
三)
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现
代
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體
眾
義
國
家
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0
1
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_
ス
ト
«
家
‘に
ょ
0
て
，の
：_

現
さ
れ
|

の
.で
あ
る
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:と
ぎ

 ̂

:: 

:
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四
五
ム
ッ
ソ
リ
ー
二
金
集
第
七
卷
ニ
六
九
賈
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' 

.
'
:
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' 

: 

へ

;
. 

■ 

-. .
-■
、
.
.
.
.
. 

-. 

一
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

か
、
る
國
家
至
上
主
，

@

の
見
地
は
、
國
家
の
使
命
を
論
ず
る
場
<
?ロ
に
駆
調
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
.ス
ト
國
法
學
#■

と
し
て
3

パ
ン 

ヌ
ン
チ
オ
は
、
自
甶
生
義
が
一
度
分
離
し
た
國
家
と
經
濟
と
を
#
び
結
合
せ
し
む
る
こ
と
が
ム
ッ
ソ
？

.一一
 

と
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
課
亡
ら 

れ
た「

歷
史
的
使
命」

だ
と
し
て
ゐ
る
。(
註
四
六)

こ
の
主
張
は
疋
し
く
-

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
歷
史
的
使
命
を
巴
握
し
た
見
漱
で
は
あ
る
が
、
 

ム
ッ
ソ
リ
1

1
は
、
こ
れ
だ
け
の
使
命
に
滿
足
す
る
も
の
で
は
な
い
0！
:彼
は
、
人
間
生
活
の
全
體
的
統
制
に
お
い
て
、
國
家
の
使
命
を
. 

見
出
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
い
ふ
。

：

.

「

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
國
家
は
、
そ
れ
自
體
の
意
識
、
そ
れ
自
體
の
意
志
を
持
つ
て
ゐ
るO

故
に
.フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
國
家
は
自
ら
吁
倫
理
的
國
家』 

と
指
,
し
て
ょ
い
の
で
あ
る
0I

九
ニ
九
年
新
政
五
年
視
祭
に
余
は
い
つ
た
。『

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
1̂
;
と
つ
て
、
國
家
は
’單
杧
市
民
の

 ̂

人
的
安
全
の
み
を
顧
慮
す
る
夜
饕
衆
で
は
な
い
.oま
た一

宛
の
.幸
福
な
坐
活
と
比
較
的
汗
和
な
共
同
生
活
を
確
保
す
る
と
い
ふ
純
物 

質
的
目
的
を
持
っ
た
組
織
で
は
尙
ほ
見
ら
な
い
:°
-
そ
の
た
め
な
ら
ば
、き

る

作

政

■
員
會
で
足
り
るO '

し
か
し
な
が
ら
讓
は
、

現
實
ヴ
生
沿
月
ち
個
人
及
び
國
民
の
^
活
と
泰
蒙
翁
な
政
敗
时
奮
物
で
も
な
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
理
解
す
る
讓
は
、

J

の
精 

■
釣
道
德
怕
事
賞
で
あ
り
、
尙
牴
特
定
の
政
|
祖

#:
撕
並
ゆ
經
谪
的
施
霞
で

あ
る
。
m j
し
て
、
ぞ

德

V
: 

Iの
始
顧
に
お
い
て
、

ま
た
.そ
の
發
S-
に
.お
^
て
‘
萍
び
精
神
の
啓
示
で
あ
る
ひ
國
家
は
、
內
的
並
に
外
的
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に 

> 數
百
ハ
や
の
長
き

に
渉
つ
て
、
’言
語
•道
徳
•信
仰
に
現
象
と
し
て
親
は
れ
だ
离
族
精
神
^
他
分
#
で
..あ
；り
：
保

護

者

で

あ
；るO

；

國

な
く
、
ま
た
過
去
で
あ
り
、」

就
中
將
來
：で
あ
る
o
.國
家

は

、
個

人

的

生

命

の

；
限

界

を

越

べ

：

.て
、_
民

特

敗-0
意

識

：を

瑰

は
.す
も

.
の
で
ゝ

あ
る 
O
J 

(

註
四
七 
V

V

'.
'
 

.

.

. :
::■: 

'

)

ム
ッ
ソ
リ
ーt

1
は
、
'ま
た
い
つ
て
ゐ
る
f

.

「

結

局
.
.フ
シ
ッ
シ
ズ
ム
.は
單

に

立

法

者

や

諸

施

設

.の
建

設

，紫

で

：あ

る

.の
：み

で

な;<
:
:、
.ま
た
敎
育
者
で
，あ
り
、
精
神
生
^
の
要
求
容
で 

.あ

.る
？
フ
ァ
ッ
シ
.ズ
ム
は
、(

人
間
生
活
め
形
式
の
み
で
な
く
>

:

|内
容
、
人
：¥
性
格
，付
仰
を
新
ち
し
く
削
ら
ん
と
ず
る
>

§
^

る
.

o」c 
独
四
八
.
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訪
把
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Panunzio, 

A
H

aQemeine Theorie des faschistischen Staates. S. 34- 

' 
誰
四
七 

Musoiini, Faschismus. ss. 22-23. 
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!

.

. 
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• 
.、.
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.戟
四
八
■■
 Musolini, 

Faschismus. ss.

00
-
9
,

.
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■
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:
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、
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•
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. 

• 

. 

. 

: 

: 

. 
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V
:

而
し
て
、
卞
の
建
*:
^
の
中
心
的
機
關
は
阈
家
で
あ
る
こ
と
は
、
彼

が「

阈
家
は
人
間
の
道
義
的
並
に
精
神
的
坐
活
の
樣
式
を
統
御
す 

る」

とS

つ
‘て

ゐ

，
る

こ

と

に

よ

.つ
て
明
か
で
あ
る
。C

註
四
九)

こ
の

、
壬

張

は

、

フ
ァ

'Vシ
ス
ト
國
家
の
猜
極
的
主
張
に
お
ぃ
て
も
現
は
れ 

る

,-
°
ム
ッ
ソ
リ
土
1

は
、
フ
ァ
ッ
シK

ム
の
保
守
主
義
的
傾
脚
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
國
家
が
、
■■
•—
•
七
八
九
华
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
：の
國 

家
人
'の
復
歸
と
考
へ

ら̂
れ
て
炫
な
ら
ぬ
び
し
た
タ
フ
^
^
^

現
代
の
：
全
婢
主

.義

國

家

諭

：

 

I
h
r

 

、
ニ
1六
五〕



:织
代
；の
金
德
生_

_
家
論
：：
 

.二

 ！：I: 

c'l

ニ
六
六)

It-

る
絕
證
義
ざ
關
聯

CD

な
，̂

こ
を
主
張
じ
た

O
V
C

註.
洱
'o

>.「

こ

る 
o 

■、
■

” 
':.
:
'
••

;■.

■

.

■
.
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. 

.

.

.

.
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■
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.-
-

;

. 

• 

.
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•
: 

.. 
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. 
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• 
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: 

I
- 
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• 

-
- 

.
 

. 

' 

. 

. 

.

'̂■
/
•
-
J
^
l
I
'
^
v
'
.
g
c
s
o
H

B.
,
.
.
F
2
s
c
h
i
s
3
u
s
.
;
s
v
,

oo
,
:
''.
._
 

, 

■ 

.

V,
註
五
'0.

A
l
u
l

;l'.F3schismus.s.-2r 

,
v 

.
へ
'/:リ 

:: 

-

要
す
^
に
、
ム
ッ
ソ
リ
ー

11

を
屮
心
と
す
る
イ
タ
リ
ー

•
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
の
主
張
は
、
國
家
そ
の
も
の
の
至
上
性
を
强
調
す
る
に
あ
つ

^

.... 
>■*
-
 

J 

t
.
.
. 

- 

-

の
で.
あ.
る
。
而
し
て
、.

一
切
の
も
の.
が
ノ
阈
家
に
從
屬
せ
ら
る
\

と
き
、
フ
J

ノ
シ「

ス
ト
國
家
は
、.
売
成
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

■ 

■ ■
 
■

- 

.
'
.
.

五
-
.
.
.
.
.

' 

、
 

.

.

.
 

■
ノ
. 

•

.國
家
を
軍
ん
ず
る
點
に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
も
ま
た
イ
タ
リ
ー
•
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
劣
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
タ
リ
1

フ
ァ
ッ
シ
ズ 

ム
o

a

Îg
上
生
義
と
ナ
チ
：ス
の
國
家
击
義
と
は
、：
そ
の
现
讁
內
容
を
異
に
す
る
。
■:
■•
_ナ

チ
ス
の
®
調
す
る
と
こ
ろ
は
、
國
民
主
義
で
あ 

る
。
，具

體

的

内

容

と

：
し

：て
：

s

民
族
を
彼
等
は
.、
：：そ
の
.理
論
の
.佥
前
へ
に
§

出
す
€>

で
あ
：るd
:

こ
.め
：點
に
為
い
て
、
独
^
は
ィ
タ
リ
ー

• 

フ
ァ
ツ
シ
ス
f
と

そ

の

立

場

を

異

に

す

.る

,0

ム
ッ
ソ
リ
ー
二
は
、
.阈
民
ま
た
は
民
族
.に
つ
い
て
い
つ
て
ゐ
る
。

〃「

國
民
が
國
家
た
る
限
り
に
お
い
.て
、
國
民」

は
優
越
せ
る
性
格
で
あ
石
。
し
か
し
な
が
.ら
ノ
國
民
國
家
の
理
論
家
に
邀
礎
と
し
て
役 

立
つ
た
、
.降
勢
遲
れ
：の
：
.、
.自

.然

弟

義

的

觅

解

の

主

!|
1

す
る
や
f

に
.ハ
_
民
が
國
家
を
造
つ
た
の
：で
は

.な
so
:寧
ろ
國
民
が
國
家
に
ょ 

ぐ<?
■
て
造
ら
れ
た
.

あ
る
？
_
家
は
'そ
れ
自
:̂
0
遨
義
的
«
1.望
恩
||
し
セ
：ゐ
る
民
族
.に
^
 

:1

の
意
志
、
：
從
：つ
て
、

そ
の
：事
實
上
の 

■,
-
|
を

與

：へ
;:

だ

0
で
.ぁ
る
0」(

註
五
.：'1で

^̂
 

，

/V 
.
 

■

'
-
.

,

.:

註
5

: §
s^i,.^

a
s
c
h
i
s
l
s
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a

 

ブ

^
 

:
 

. 

.

り

..
'
'
:
ペ

こ
办
5!
用
文
の
示
し
.て
ゐ
■る
や
ぅ
に
‘
ィ
グ

リ
丨

‘
テ
ァ
ァ
シ
ズ
.ム
は
ノ
民
族
ま
た
ば
、
0

民

に
形
態
を
與
へ
、
そ
の
，
夜
を
與
へ

.る
 

も
の
ば
'、
：國
家
だ
と
い
ふ
。
し
か
る
に
.、
ナ
チ
.ス
は

、

こ
の
論
法
を
學
ば
.な
い
の
で
あ
る
。
チ
チ
.ス
は
、
敗
族
ま
た
は
國
民
を
甯
質
的
，
 

内
容
的
な
も
の
と
し
て
、
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
民
族
の
内
容
性
，
實
質
性
の
.容
器
と
し
て
國
家
を
考
べ
る
の
で
あ
•る
。
ヒ

ッ
ト
ラ
ア

は
^
ふ
？
： 

 ̂

:.
:

/

.

.

「

邀
礎
的
認
識
は
次
の
如
く
で
あ
る
？
國
家
は2

E

的
で
は
，な
く
'し
て
V
手
段
ず
あ
る
。
"國
.家
は
ょ
り
高
い
人
類
文
叱
の
建
課
に
對
す

る
前
提
で
あ
つ
て
-
そ
の
.傾
因
で
は
決
し
て
な
い
0
こ
0
原
因
は
>
‘
兀
全
に
、
文
化
能
カ
の
あ
る
人
種
の
存
柱
に
あ
る
0」

(

註
五
5

.
'
.

「

-か
く
て
、
ょ
り
高
い
人
類
の
.存
立
に
對
す
る
前
故
は
、
.國
家
で
は
な
く
し
て
、
こ
の
た
め
に
有
能
な
民
族
'で
あ
る
o」

S

五
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と
の
故
に
、
ヒ
ッ
^

ラ
T
は
、；
そ
の
世
媒
觀
を
民
族
.的
祉
報
觀(

；
'<
:
0:
1
^
5
&
6 

\Yeltanschauun5

と
^'
つ
.け
、

そ

の

意

義

^

次

の

如 

く

規

定

し

，て
ゐ
：
る
。

「

民

掘

的

世#
觀
は
、
人
種
的
耍
素
の
中
に
人
類
の
意
義
を
認
め
る
。
そ
れ
は
原
則
的
に
は
、
國
家
の
中
に
、
目
的 

に
：對

す

：
る

手

段

の

み

を

見

る

の

み

_で
あ
り
、'
そ
の
|=
1
的
と
し
.て
、
人
類
の
人
種
的
存
莅
の
維
持
を
考
へ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
し
て
、 

そ
の
.世
界
觀
は
、：，

決
し
て
人
種
の
平
等
を
信
ず
る
も
の
で
；な
ぐ
，
人
種
P
差
異
及
び
ぞ
の
|
値
の
高
下
を
認
め
、
こ
0
認
識
.に
ょ
0
.て
、 

で
の
宇
笛
を
支
«
す
る
永
遠
の
^

志
に
從
つ
て
、

優
諧
、h
强
者
の
勝
利
^
要
求
し
、;■
;
劣
者
V
:弱
#
の
：從
屬
を
要
求
す
る

義
務
1

ず
る 

裳

ぬ

重

主

着

響
 

ニ

ミ

2

ニ
六
£
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現
代
の
全
體
主
義
國
家
論 

二

四

0
 
二
、
。

の
で
t

o

民
族
的
世
界
觀
は
か
く
め
如
く
し
て 
> 
原
則
的
：に
：

自
然
.の
貴
族
主
義
的
根
本
思
想
I

.患

こ

の

箭

の

書

性
を

痕
後
の
'
一
人
に
I

及
f

 

き

そ

れ

ほ

、
；人
I

I

な
I

値
I

.

め
る
：の
み
な
ら
ず
，
 ̂

荩
る
價
値
を
認
め
石
も̂

で
あ
名
^
パ
璧
四)

、

_ 

_

註
五
四 

Hitler, M
e
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i
p
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か
く
の
如
き
人
種
的
要
素
に
對
す
る
信
仰
は
、
ナ
チ
：ス
：の
共
通
的
讓
で

I

々

テ

ル

フ

• 
ロi
:ゼ
シ
ベ
ル
ク
：は
い
ふ0

1 

の
價
.値
に
婴
す
る
信
仰
は
、.國

民

社

會

主

義

的

世

典

觀

の

本

源

的

前

提

で

あ

る

が

.、

マ
ン
チ

*
:ス

タ

ア

的

自

由

主

_

の

測
か
ら
、
M
 

々
い
は
れ
る
や
ぅ
に
、.

f

淺
I

唯
物
論
.%
は
な
い
。
そ
れ
は
、
も
っ
と
深
い
も
の
で1

C
あ
る
一
定
の
創
造
的
精
神
、|

宛
の
e

賦

の

桦

格

「

定
の
精
神
的
調
和
は
，ー
51
?

の
人
種
的
形
態
と
.伴
0.
’て
ゐ
る
と
主
張
す
る
の
で
.あ
る
0
し(

訪
五
：五
，

)

- 

• 

. 

• 

.

.

. 
' 

'
 
t

註
五
驾 

d
K 

l

o

a

f 
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?

ナ
チ
ス
o'
虫
張
は
、
人
種
的
要
素
な
る
も
の
が
根
本
的
問
題
で
あ
る
，
S
五
-J
U
P
し
か
；る
に
、，.
ィ
タ
リ

1

フ
ァ
ッ
シ
ス
广
は
人
瓯 

理
論
に
射
し
て
、
姿
る
興
味
を
持§

5

ば
か
り
で
な
く
、
.人
稀
問
題
に
對
し
て
、
齧

心

的

薦

集

し

て

ゐ
る

。
.ム，

ソ
リ
丨 

〒
は
そ
の
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
と
の
對
話
の
中
で
、
こ
0
問
題
に
0
い)
て
次
.の
：や
ぅ
忆
い
づ
て
ゐ
る
0 
.
. 

•

ぅ
勿
論
最
早
純
粮
狀
態
の
人
種
：は
居
な
い
。

' ユ
..グ
ヤ
人
で
も
混
血
し
：’て
'ゐ
る》

.1

民
族
，の
'美
と
力
I

坐
ん
だ
も
の
は
、：

實
に
土
の 

目
出
度
い
人
|

交
§

|

?

人
.種
.は
：「

個
の
：感
情
で
あ
っ
て
、
現
實
で
は
あ
0
.
'九
^
^

る
。
私
は
人
種
が
幾
何
か
純
粹
f

s

生
物
學
的
證
明
は
斷
じ
て
出
來
得
る
も
？

は
な
い
と
信
じ
て
ゐ
る
，0

ゲ
ル
マ
ン
人
が
高

■'
.
尚
な
人
種
だ
と
公
言
し
て
ゐ
名
人
々
は
不
思
議
'に
も
输
つ
：て
ゲ
ル
マ
ン
人
で
な
い
人
々
で
あ
る
。
ゴ
ビ
ノ
オ
は
フ
ラ
ン
ス
人
、
チ
'ス
 

ム
バ
ー

レ
1
ン
.は
ィ
ギ
リ
ス
人
、
，ゥ
ホ
ル
ト
マ

シ
は
ユ
ダ
ヤ
人
、
ラ
ブ
ー
ジ
ュ
も
又
フ
ラ
シ

ス
人
だ
。
1_
'
@
:五
七〉

註
5£

六
拙
稿
ナ
チ
ス
と
民
族
人
湩
問
題——

そ

，
の

思

想

史

的

並

に

運

励

史

的

背

景

を

中

心

と

，
し

で
I

日
本
社
會
學
年
報
社
會
學
第
，一
一
輯
所
載

:
.:,
參

照
:;
,
,'
 ̂

V
,
-
,

註

.五

七ル
7

ド
ゥ
ィ
ッ
ヒ
の
對
話
> 

ム
ッ
ソ.リ

！

,
一自
已
を
語
る
：
中
村
惊
夹
譯
、
ニ
八
六—

ニ
八
七
頁

• 

-
.
. 

*
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.: 
.

人
種
問
題
に
關
し
て
は
、ザ
チ
ス
.と
ィ
タ
-̂
丨

•
フ
ァ
ッ
シ
9
と
は
か
く
の
如
く
對
立
し
て
ゐ
る
。
こ
の
對
立
が
一
方
は
國
家
至
上
主 

義
^

:他
方
.は
-
<種
民
族
茬
上
主
義
|

つ
た
所
以
で
あ
る
。
わ
が
日
本
の
.國
粹
主
_
者
達
は
、
人
種
問
題
に
つ
い
て
、
大
な
る
關
心 

を

营

こ

と

：
ナ
チ
ス
と
同一

で
あ
る
が
、
ナ
チ
ス
が
、
ァ
リ
ヤ
ン
人
種
の
.優
秀
性
を
認
め
、
そ
の
優
秀
修
の
破
壤
者
と
し
て
の
ユ
ダ 

ャ

人

者
顧
に
し
て
ゐ
石

の

に
對
し
て
、
わ
が
阈
粹
主
義
者
の
.人
稀
論
は
、.
^
色
人
趣
對
有
色
人
種
の
問
題
で
あ
つ
て
、
白
色
人
猿
の 

有
色
人
種
征
服
に
對
し
て
、
有

色

人

種

と

い

ふ

點

：に
、
'
:
.
兩
_
の
對
贫
陽
場
認
め
冬
知

容

：あ
るo

,

こ
.の
故
に
こ
.そ
、
へ.ィ
タ
：
^
 ̂

1
の
千
チ
オ
：ビ
：ャ
攻
略
穴
對
し
^

.ィ
タ
リ
ー
帝
國
主
義
排
_

::
>
有
色
入
.秫
擁
護
ぬ
決
議
亦
大
日
本
坐
產
黨
It
.ょ
つ
て
な
さ
れ
た
の
で 

あ
る
.o 

:

@
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ナ

チ

ス

に

ょ

れ

ば

、
他

界

に

灸

け

る

文

化

、

薩

術

'
•

:

科

學
i
技

術

た

ど

の

偉

大

な

：る

發

展

欧

：..：一

:ん
1
に

ょ
0
.て

な

さ

れ

た

も
の
で 

あ
り
、

(

且
つ
こ
の
人
種
の.他

人

種

と

の

混

.交

ば

、
.人
種
的
哀
滅
を
招
來
す
る
も0
.で
ぁ
る
4 

_

九)

70
し
て
、
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の
一
入
種
と
は
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现
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金
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ァ
.リ
，ャ
：ン
人
钝
を
.意
味

し

，

ド
：や

ッ

民

：族

：は
、
、
ヒ

れ

忆

腐

ず

夸

の

弩

で
I

夕
I

s
、
故

に.，
セ

：

V.

ツ

民

族|

容
^
す
.备
ド

ィ

ツ

：：國

家

ぼ

、
，
こ
お

.人

.獮
的
齋
質
の
保
持
に
務
め
ね
.ば
f

.
ぬ
の
で
あ
る
。

ヒ
ッ
::
>
茂
ガ
は
^

^
'0
:,
:
.
/
.
.
;

::
;
_
v
.
v 
.■

-
「

翻
泰
目
的
に
對
す
る
手
段
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
精
神
的
：並
に
心
的
に
同I

な
人
間
の
共
同
社
會
の
維
持
と
必

要

に

#

す
る
。

:
こ
S

持

扶

先

づ

人
■

適

し

た

塞

を

霞

き

そ

れ

：
I

:
つV

、
：

i

人
麵
■

，に
眠
.？

ゐ

裏

々
.
の
力
の
自
由
な
る
發 

髮

起

.さ
し
め
敗
け
れ
容
ら
ぬ
。
：故
に
ハ
；第
一
に
、
級
持
策
の
一
：
部
は
、
：

.肉

體

璧

命
.

S
持

に

役

立

た

ね

、ば

な

ら

ぬ

、
而

し

て

‘ 

.
他

の
.論

は

、
、
精

神

的

發

展

S

求

に

役

立

炎

容

老

ぬ

。
ハ
し
む
な
が
ら
、
事
賢
に
お
¥

一

 

は
常
に
他
の
前
提
を
形
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す
る
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以
上
の
論
述

-1
C
'ょ
つ
て
、
ナ
チ

ス
並
に
ィ
タ
リ
ー

•
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
に
お
け
る
人
秫
民
族
と
國
家
の
關
係
が
明
瞭
と
な
つ
た
と
苽
ふ
0 

即
ち
そ

チ

.ス
に
.あ
.つ
て
は
、.
‘人
.稱
，
從

雲

に

ょ

？

決
定
せ
ち
れ
て
ゐ
る
と

考
へ
、
■國
家
の
使
命
は
か
く
の
如
き
先
天
的
資
質
を
維
持
し
、
發
展
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
と 

老

へ

ら

：

れ

；
て

ゐ

る

タ

し

：か

る

.1C
、
フ
ァ 

>
シ
ズ
^
に
ぁ
っ
て
は
、
民
族
を
し
て
、
そ
の
慣
値
女
發
輝
せ
し
め
、.
‘こQ

民
族
を
提
_
す
る
も

の
は
國
家
で
あ
る
と
主
娘
す
'る
0
で
.あ
る
。
ナ
チ
ス
が
自
ら
民
族
生
義
ま
た
は
國
民
主
義
と
呼
び
、
ィ
タ
リ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
が
國
家

... 

• ... 

•: 

•. 

. 

- 

... 

.
•
-
-
•
• 

....

中
：義
と
稱
す
る
の
は
、
か
く
の
如
き
根
據
に
よ
る
の
で
あ
-る
。
而
し
て
、
こ
の
兩
者
'の
：相
違
は
ナ
チ
ス
の
論
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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六

ナ
チ
ス
と
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
，國
家
の
根
本
的
構
成
に
關
す
.る
異
論
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
阈
家
が
現
在
如
何
な
る

.
1
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■
1
■.
 

ノ
 

'一. 

. 

. 

. 

...' 

- 
■>
'
,

 

- 

:
.

* 

... 

.

.

.

.

I
. 

.

機
權
に
よ
つ
て
、
遝
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
兩
者
の
間
に
、
著
し
い
一

致
點
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
パ
ヌ
ン 

チ
オ
は
現
在
の
國
家
の
問
題
と
し
て
、
三
つ
.の
問
題
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
一
は
、
.命
令
權
力
、
^
序
及
び
公
權
原
則
强
化

、
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現

の

問

題

、
.
そ
の
一
一
は
、

勞

傭

(0
政
治
的
，
偷
璉
的
.法
律
的
秩
序
創
設
_の
問
題
、
'そ
の
，三
は
、
民
族
に
お
け
る
廣
沉
な
、精
神
的
結
合 

の

上

-

家

を_

し
、
編

を

し

て

、
空
虛
蓮
礎
の
上

I

階
級
統
制
の
誉
擧
げ
し
め
る
翁
で

I

こ
の
三 

つ
の
問
題
は
、
ィ
タ
リ
ー
に
お
い
.て
は

、
權

カ

，
勞

働

の

秧

序

*黨
の
間
題
と
し
て
現
.は
れ
て
ゐ
を
0(

訪
六
三)

而
し
て
、
ィ
タ
リ
ー
に
'お
い
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て
は
、
こ
れ
に
對
す
る
解
決
策
と
し
て
、
第
一
の
問
題
に
對
し
て
は
、
支
配
國
家
の
形
態
を
、
欺
ニ
の
問
題
に
對
し
て
は
組
合
協
調
國

. 
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.

家
の
形
態
を
、
筇
三
の
問
題
は
、
：1
_
1黨
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篇
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で
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